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岡
崎
市
議
会
は
、
１
２
月
定
例
議
会
を
１
２

月
３
日
か
ら
２
１
日
ま
で
の
１
９
日
間
開
会
し
、

全
３
２
議
案
を
可
決
・
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

今
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
、
分
か
っ
た
こ
と
を

中
心
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
５
３
年
に
建
設
さ
れ
、
築
４
０
年
を
経

過
し
た
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
・

設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ

の
対
応
な
ど
全
く
で
き
て
い
な
い
状
況
の
た
め
、

地
元
の
子
ど
も
達
の
安
全
・
安
心
を
考
え
矢
作

地
域
５
学
区
の
総
代
会
長
、
副
総
代
会
長
の
計

１
０
名
が
代
表
者
と
な
っ
て
市
議
会
に
対
し

『
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
矢
作
地
区
に
建

設
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
』
を
提
出
。
私
も

矢
作
地
区
の
選
出
議
員
と
し
て
紹
介
議
員
と
な

り
請
願
通
過
の
た
め
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
請
願
は
、
文
教
生
活
委
員
会
の
中
で

審
議
さ
れ
、
各
議
員
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
満
場
一
致
で
賛
成
さ
れ
、
市
長

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
矢
作
地
域
全
体
の
想
い

と
し
て
出
さ
れ
た
請
願
が
議
会
の
お
墨
付
き
を

得
て
市
長
に
提
出
さ
れ
た
事
は
極
め
て
重
い
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
中
之
郷
町
に
西
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
事
態
が
進
展
し
な
い
こ
と
か
ら
矢
作
地

区
で
機
運
が
高
ま
り
請
願
提
出
に
至
り
ま
し
た
。

阿
知
和
地
区
工
業
団
地
は
岡
崎
市
の

「
も
の
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
、
現
在
事
業
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
愛
知
県
企

業
庁
を
事
業
主
体
と
す
る
こ
と
を
基
本
に

検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
分
譲
開
始
時

期
、
地
元
と
の
協
議
調
整
及
び
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
の
事
業
調
整
を
考

慮
し
、
市
を
事
業
主
体
と
し
て
整
備
を
進

め
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
市
が
事
業

主
体
と
な
る
事
で
、
2
年
の
前
倒
し
が
可

能
に
な
る
こ
と
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
ネ
ク
ス

コ
中
日
本
と
の
調
整
も
容
易
に
な
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、
地
元
協
議
会
も
市

が
事
業
主
体
と
な
る
事
を
望
ん
で
い
る
た

め
、
事
業
が
計
画
通
り
進
む
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

阿
知
和
地
区
工
業
団
地
の
概
要
は
次
の

通
り

・
位

置

東
阿
知
和
町
、
西
阿
知

和
町
、
真
福
寺
町
地
内

・
面

積

約
５
７
ｈ
ａ

・
分
譲
面
積

約
２
５
ｈ
ａ

・
分
譲
開
始

２
０
２
４
年
度

・
概
算
事
業
費

約
１
７
１
億
円

(

売
払
収
入
約
１
４
２
億
円)

岡
崎
市
議
会
初
の
試
み
と
な
る
学
生
と

の
意
見
交
換
会
『
お
か
ざ
き
未
来
“
夢
”

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
ど
も
子
育
て
ラ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
』
を
岡
崎
女
子
大
学
・
岡
崎

女
子
短
期
大
学
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
平

成
３
０
年
１
０
月
３
日
（
水
）
に
実
施
。

第
１
部
で
は
市
議
会
か
ら
「
こ
れ
か
ら

の
本
市
の
子
ど
も
子
育
て
」
に
つ
い
て
説

明
し
、
第
２
部
で
は
大
学
側
か
ら
「
子
ど

も
好
適
空
間
研
究
」
に
つ
い
て
説
明
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
第
３
部
で
は
岡
崎
女
子

短
期
大
学
の
野
田
准
教
授
に
よ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
学
生
が
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
議
員
と
活
発
な
意
見

交
換
を
実
施
。
職
場
環
境
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
処
遇
に
関
す
る
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
意
見
は
提
言
書
と
し
て
１
１
月

５
日
（
月
）
に
岡
崎
市
長
に
提
出
し
市
政

に
反
映
す
る
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
。
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政治に参加しよう！

鹿
乗
川
上
流
部
流
域
は
未
だ
に
少
し
強
い

雨
が
降
っ
た
と
き
は
道
路
冠
水
し
て
い
る
。

早
急
に
下
河
田
橋
よ
り
上
流
の
拡
幅
工
事
を

進
め
る
よ
う
、
今
後
も
強
く
事
業
主
体
で
あ

る
県
に
対
し
て
よ
り
強
い
働
き
か
け
を
続
け

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
登
下
校
防
犯
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
通
学
路
に
２
０
３
箇
所
も
の
危
険
個

所
が
あ
り
、
子
ど
も
達
が
安
全
安
心
に
通

学
・
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

市
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
改
善
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
が
補
助
し
て
で
も
危
険
個

所
を
落
と
し
込
ん
だ
安
全
マ
ッ
プ
を
早
期
に

作
成
し
、
周
知
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

ま
た
、
議
員
各
位
も
安
全
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、

率
先
し
て
各
地
域
の
危
険
個
所
の
改
善
・
削

減
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

１
２
月
定
例
議
会
で
自
身
１
５
度
目
の
一
般

質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。
質
問
し
た
3
項
目
の

う
ち
①
鹿
乗
川
の
水
害
対
策
②
防
犯
の
２
項
目

に
つ
い
て
要
点
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ

Ｊ
Ｒ
交
差
部
が
拡
幅
さ
れ
る
と
下

流
特
に
池
佐
橋
～
岡
崎
刈
谷
線
の
昭
和

橋
間
が
狭
く
感
じ
る
が
大
丈
夫
か
？

Ａ

流
下
能
力
は
毎
秒
１
５㎥

⇒

４
０㎥

ヘ

向
上
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
流
下
能

力
の
増
量
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
交

差
部
か
ら
下
流
の
岡
崎
刈
谷
線
の
区
間
は
、

す
で
に
平
成
１
２
年
度
か
ら
１
４
年
度
で

時
間
雨
量
２
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
対
応
す

る
拡
幅
工
事
は
完
了
し
て
い
る
が
、
さ
ら

に
下
流
の
市
境
周
辺
で
は
、
堤
防
の
余
裕

高
が
不
足
す
る
区
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
交
差
部
の
河
道
切
り
替

え
工
事
に
併
せ
、
堤
防
の
嵩
上
げ
工
事
を

行
い
、
安
全
を
確
保
す
る
計
画
で
あ
る
と

県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

Ｑ

上
流
部
は
未
だ
に
道
路
冠
水
被
害

が
発
生
す
る
等
拡
幅
が
急
務
と
思
わ
れ

る
が
、
本
市
は
鹿
乗
川
の
水
害
対
策
に

つ
い
て
事
業
主
体
で
あ
る
県
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
要
望
を
し
て
い
る
の
か
？

Ａ

県
が
管
理
す
る
鹿
乗
川
は
、
平
成
２

２
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
矢
作
川
下
流

圏
域
河
川
整
備
計
画
」
に
お
い
て
、
安
城

市
内
の
4.

8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
岡
崎
市
内

の
5.

2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
合
わ
せ
た
、
約

１
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河
川
改
修
と
２
箇

所
の
遊
水
地
整
備
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
鹿
乗
川
の
改
修
工
事
は
、
安
城
市
内

「
河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
く
河
道
改
修

が
進
め
ら
れ
、
本
市
内
で
は
時
間
雨
量
２

０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
対
応
す
る
暫
定
河
道

整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

要
望
に
つ
い
て
は
、
「
筒
針
町
地
内
の

主
要
地
方
道
岡
崎
西
尾
線
の
下
河
田
橋
」

ま
で
の
暫
定
的
な
改
修
が
、
平
成
３
３
年

度
で
完
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と

し
て
は
、
さ
ら
な
る
浸
水
被
害
軽
減
の
た

め
、
県
管
理
区
間
で
あ
る
下
河
田
橋
か
ら

上
流
の
「
名
鉄
名
古
屋
本
線
交
差
部
」
ま

で
の
残
り
約
2.

2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
に

対
し
、
引
き
続
き
「
暫
定
的
な
河
道
拡
幅

を
行
い
、
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
早
期
の
事
業
化
に
向

け
て
毎
年
、
市
長
自
ら
国
と
県
へ
強
く
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ

登
下
校
防
犯
プ
ラ
ン
で
抽
出
し
た

本
市
の
危
険
個
所
数
と
そ
の
選
定
基
準

を
伺
う
。

Ａ

各
学
校
か
ら
危
険
箇
所
と
し
て
あ
げ

ら
れ
た
総
数
は
２
０
３
箇
所
。
選
定
の
基

準
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
「
通
学
路
に

お
け
る
緊
急
合
同
点
検
等
実
施
要
領
」
に

基
付
い
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
不
審
者

事
案
が
多
発
し
て
い
た
り
、
ご
み
の
放
置

や
落
書
き
等
、
地
域
環
境
の
管
理
に
課
題
が

あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
防
犯
の
観
点
か
ら
危

険
が
あ
る
と
判
断
し
た
箇
所
の
う
ち
、
そ
の

対
策
に
複
数
の
関
係
者
と
確
認
・
協
議
が
必

要
で
あ
っ
た
り
、
直
ち
に
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
す
る
箇
所
が
基
準
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ

危
険
個
所
の
周
知
方
法
は
？

Ａ

学
校
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
危
険
個
所
は

速
や
か
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ま

ず
は
各
学
校
に
お
い
て
保
護
者
や
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
対
し
、
周
知
を
徹
底
す

る
等
適
切
な
対
応
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、

安
全
マ
ッ
プ
の
次
回
印
刷
時
に
は
、
今
回
調

査
し
た
危
険
個
所
を
記
載
す
る
な
ど
、
適
切

に
対
応
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。
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